INSTRUCTION 

MANUAL 










FULL HATCH OPEN 

RX -78-2 では、德(本の外観のみならず内部メカニズムも可能な限り再現しました。完成後もメンテナンスハッチ等の閲閉が可能（フルハッ 
チオープン）で、内部メカ部分、熱核反応炉、バーニアノズルが露出。内部メカニズムも m なるディテールの再現だけでなく、パーツこと 
の機能も再現。ラッチ部分も司動し、シールド、ビームライフルの取付が珂能。 



HEAD PARTS [頭部] 

頭部カバー部は開閉の選 
択が可能。内部にはセン 
サーゃパルカン跑等で構 
成されたリアルなメカを 
再現。ま r こカメラアイ 
(目）は発光ダイオード 
とボタン ㉟ 池の使用で光 
らせることができます。 



RANDSEL [ランドセル] 

ランドセルカバーを外す 
と、熱核技応炉等の内部 
メカニズムが露出。パー 
ニアノズルが可動する 
他、シールド接続罔のマ 
ウントラッチも設定。 



SHOULDER PARTS 

[肩部] 

in 部カバーは間閉可能。 
セミ ■ モノコック描造を 
再現。手苜 ■ 肘の可動に 
シンク□して ggB のシリ 
ンダーが f 白縮します。 



BEAM RIFLE RACK 

[ビームライフルラック] 

圈 g [5 メンテナンスハッチ 
及びライフルラック周マ 
ウントの間閉が可能。 



COCKPIT/BODY MODULE 

[コクピット/闊体] 

頤体は A ブロック（上半 
身）_コアブロック ■ 巳ブ 
□ック（下半身）のそれ 
ぞれに分離するのはもち 
ろんのこと1他のパーツ 
同様に装曱を外して内部 
メカニズムを見る吊が可 
能。コクピットハッチ開 
閉可能。 



LEG UNIT mm 

クロ_キングサブスラス 
ター 部は導用ポリ パーツ 
の採用によ D スムーズに 
間閉。内部には、大気 ES 3 
内戥関罔增連 ブースター 
をセツト。 



ARM UNIT [_] 

碗部カバー部は開閉式。 
内部にはメカニカル S を 
イメージさせるアクチュ 
エーター * アポジモータ 
一、 ダンパ_瞎構を含む 
可動式内 SR 母格をを再 
現 s 



LEG UNIT [脚部] 

腕 gg 同様、_蹂 • 足首 
の可動にシンクロして告 
部のシリンダーが悴縮。 
足首は爪先とかかとでそ 
れぞれ袪立して可動し、 
これまでにない接地性の 
高いものになつてい汞 
す。 


WEAPONS 


SHIELD RX - M - Sh -008/ S -01025 [シー J しド] 


BEAM RIFLE SLASH ， XH 日-し 03/ N - STD [ビームライフル] 


シールドを2重搆造によりに再現，酉視型ウィンドウには透明パーツを サイトスコーブ、フォアグリップの可動により様々なポーズに対応 。I 

採思し、シャッターギミックを再現。マウント部はグリップとラッチの2点 卜部が展閲して（テイクダウン式)、内部揭造を見ることが可能= 

装 M 橘造。可動式ジョイントによりランドセルに接続可能。 



■グリップ\ラッチ 



■シャッター ギミック ■直視型ウインドウ ■サイトスコープ、フォアグリップ 
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可能な限り再現しました。完成後もメンテナンスハッチ等の開 Kfl が可能（フルハッ 
ノズルが逼出。内部メカニズムも里なる ディデー ルの再現だけでなく1パーツこと 
ライフルの取付が可能。 


ミ TS [頭部] 

:は開閉の選 
:部にはセン 
1 ン抱等で m 
リレなメカを 
カメラアイ 
ダイオード 
!の使罔で光 
でぎます。 


R PARTS 

t 間閉可能。 
1ック桷造を 
肘の可動に 
: ggB のシリ 
丨します。 


DY MODULE 

mm 

] ック（上半 
コック • 巳ブ 
m のそれ 
~るのはちち 
他の パーツ 
e 外して内部 
?見る攀が可 
/トハッチ開 


* [碗部] 

$は開閉式。 
] ニカル感を 
さるアクチュ 
7 ポジ モータ 
■"睦■を含む 
竚格をを浔 



RANDSEL [ランドセル3 

ランドセルカバーを外す 
と、熱核反応炉等の内部 
メカニズムが證岀。パー 
ニアノズルが可動する 
他、シールド接続周のマ 
ウントラッチ B 設定。 



BEAM RIFLE RACK 

[ビームライフルラック] 

腰部メンテナンス八ツチ 
及びライフルラック用マ 
ウントの開閉が可能。 



LEG UNIT mm 

クロー キングサブ スラス 
ター gs は専罔ポリ パーツ 
の採兩により スムーズに 
閲^^内部には、大気 
内戦凹罔垲遝ブー スター 
をセツト。 



LEG UNIT [脚部] 

蹈部同様、股*膝.足首 
の可動にシンク□して各 
S 3 のシリンダーが伸縮。 
足首は爪先とかかとでそ 
れぞれ祛立して可動し、 
これまでにない接地性の 
萵いものになつていま 
す。 



ウには透明パーツを 
|ッブとラッチの2点 


BEAM RIFLE SLASH XHB - レ 03/ N - STD [ビームライフル] 

サイトスコープ、フォアグリップの可_により様々なポーズに対応。展閲式フックで頤部ラックへ装 S 可能。また、ジャケッ 
卜部が展開して（テイクダウン式)、内 gS 構造を見ることが可能。 



グリップ、ラッチ 



- 1 -- 1 %- . .— 

\ja 

■サイトスコープ、フォアグリップ 



■ジャケット部展開 
































































INNER FRAME 

RX-7S-2 では、装甲の取り外しが可能。両隨、両踟部にダンパー sm を含 
む可動式内部#袼を苒現。 n ■股問部にはギアリンクを採用。跑部、脚部 
はセミ_モノコック構造によりシンク□して各部シリンダ_が可動。 






ミサイルハッチ開閉 


CORE FIGHTER 


CORE FIGHTER FF - X 7/ AE - VB - N 8500 C [コア' ファイター] 

コア•ファイター内部を正躍に再現。ミサイルハッチ、ランディング 
ギア等も可動。コクピット部分をパイ□ットも併せてリアルに再現。 
コア • ファイターからコア • ブロックに変形可能。変形時に撻首と垂 
E 尾絞が連動変形。コア • ファイター筚体ディスブレイ用に内部構造 
を再現したコア • プロック付き。 




コア*ブ □ック 
形態 


■コア • ファイター 


_コクピット ■ランディングギア ■内部橘造（コア，ブロックパーツ） ■バーニアスラスター 













































コアファイター 



士1群 




違邦軍が S も初期に開発した MS 
で©る RX シリーズ ㈤ は、既存の、そし 
て後継の機種と比較しても、非常に特異 
な構造を持っている。それは“主動力装 
證と操縦系統が機体から分離可能であ 
る，' というものだ。さらに、その操縦/ 

動カユニットが一体となったコクピッ 
卜-ブ□ック • モジュールは、章なる脱 
出装 E として機能するのみならず、戰闘 
機に変形し、航空/航®機としても運用 
でぎるという、非常にユニークなちのだ 
った。 

このシステムは 、 RX —78ガンダム 
を始め 、 RX — 77ガンキヤノン 、 R 
X — 75ガンタンクなどに採用されてお 
り、それらの機佶が損壊、あるいは消耗 
した場合、それぞれ同等の、あるいは別 
の機彳本にこのモジュールを換装百ることで、パイ□ットは 
コクピットを降りずに機侔を秉り換えることも可能だった。 

このモジュールの戦闘機形態は“コア • ファイタ_士3” 
と呼ばれ、 MS の機体に取納される場合の招態は“コア • 
ブロック”と呼ばれていた。 

しかし、このような複雑な設計コンセプトを採用したた 
めか、この櫧侔群の開発费は大幅に高騰してしまい 、 RX 
シリーズは結局、そのままの形で Q 室されるには至らなか 
った。逞邦軍は、何故このような無駄とも言える程複雑な 
構造を持つ M S を開発したのだろうか。 

それは、当時、逞邦軍が、 MS に関するノウ八ウをほと 
んど持っておらず、パイ□ットの獲成と MS の開発を同時 
に行わなければならなかったからだ。同時に、 MS という 
兵器の運用を前提とした戰曙や戦術も確立させなければな 
らなかった。 

なぜなら “ MS と戰う”ことを前提とする兵器は、それ 
以前には存在しなかったからで、これは、 MS を開発した 
ジオン公国でさえ経験したことのないものだった。それは、 
公国宣が開発した MS は、あくまでも宇や航宙戰_ 
機などといった、既存の兵器との戦闘を前提とした兵器だ 
ったためである。 

前例のない戰_に投入される兵器であるから、 RX シリ 
—ズには通常の兵器にはない機能が盛り込まれた。 

それが、実働データの収集櫧能だ。その中でも最も重要 



機内から見たコア • ファイタ 







メインパネル 


サイ ドパネル 



i：T I MS ニモビルスーツ 


:：- 2 1し\シリーズ 



モビルスーツとは， U 大な人切 
のこ t 

Mahik * tpurt，L liflilv In > lrumrnt > 

を* ft して MOBILE SUT と时化 
されるジオン公 W が開 K した M 
S ( i . 迚汁と公 M の的な 
ぶを闯すほどの嘴*をあげ. 

«を中幅に! K えた违拓ボ卞 WC 隊 
の朽船をことごとく n ら砕いた 
朽叫を口 I 能とすろ ms は，山 
sTK という近代的なを*友の 
iOft とした 


k の*勤から縝 s して 

_* され，\作«において: JG 原 
に運 fN されたぶ作 M S W の内 I 
コア*プロック.システムを M 
つ嫌体がこう时ばれる 

ーキ i 的には，ガンダム、ガン 
キヤノン.ガンタンクの 3 棟 W 
の二とを指すとされていろ 


-⑴語解説- 

::: 3 コア■ファイター 

Y F-.X 1 rOliK 1 ir.UTKR 

R X シリーズの：^：!;がす 
ろコクヒット撖小”权以搜 
« f もデータ 

棘 i li + Sm 
H : Hi 

出力 I 2 _!ip 

MacKI..S 人 xi \ l ：\ 14 
H il ルナチタニウム 

〖迚沾小 W ミサイル X 2 
加 mm バルカ ン以メ 2 

- 3 - 


i ：:4 コンヒュータ 

コ7•■ブロック.システムが 
於編する能の Ms ) n コン 
ヒュータシステム 

メインフレームとのフ- 
フロセッ サーか 6 な：）. 

辟と火器れ扣システムを枝 mu 
枚釅を w 験として袼沿*す 
ろことでしていくとい 
う n 忭をねっている 

























視されたのは、機偉稼働および運用ソ 
フトの適正化だった。この機彳本に搭載 
された教育型コンピュータ；: .4 は、パイ 
□ットの負担を梪力軽減 T るのみなら 
ず、新たな敵や環境に適応する能力を 
持っていた。 

このシステムは、戦うごとに戦闘デ 
一夕が S 積および更新され、最も適切 
な対処法を自ら構築していくこともで 
きた。つまり、機偉自身が経験した戰 
H を記憶し、データ化することが可能| 

なシステムだったのだ。言わば、機傳 
自身が戟闘を経る度に ㈣ 熟していくわけで、機体の 
改良や、パイ□ットの習熟に計り知れない恩恵をち 
たらすことが期待されていた。 

当然、このコンピュータシステムはコストが高く、 


戰闘を係験したシステムとパイ□ットの回収は■優 
先要項だった。しかし、公国軍の MS は、データの 
係全や回収、パイ□ットのサバイバピリティにおい 
て必ずしも完全ではなかった。 

パイロットの育成と、多 L 支にわたる戦術システム 
を早急に成立させなければならない連邦軍にとっ 
て、公国軍と同程度のサバイバビリティしか持たな 
い MS を吴戰投入することは自殺行為に等しかっ 

/ l_o 

そこで、機係そのものが帰還不能な場合でも、稼 
働データとパイ□ットを確実に生還させる手段が模 
索された。それが “ RX 計画的”の要諦とされる 
4 ■コア.ブロック，システム”および、コア，ファ 
イターだったのである。 

こうしてコア•ファイターは、小型戰 II 機、 

脱出ポッドとしても機能する高密度な中枢モジ ユー 
ルとなった。生還性を高めるため、標準的な対空/ 
対地 • 空間戦闘能力を備え、単依の戦闘機としても 
非常に惡秀な機惊となった。航空撥としての性能が 



■ 

令* 

抓 


貧弱では、敵障を突跛して自陣に到違することなど 
不可能だっただろう。 

このモジュールのデザインは、当時の達邦軍内で 
ある程度規格化されており、 RX シリーズの支援メ 
力.:.6や他の兵器の開発や供給に大いに貢献した。 

RX シリーズ MS の脱出用コア • ブロックとして 
採用された FF — X 7 コア.ファイターの変形システ 
ムプランそのものは、宇 S 空間用戦闘機の F F — S 
3 h セイバーフィッシュ”、高々度格闘戰用戰_機 
の FF — 6 " T 丨 N コッド n などを開発した八ービ 
ック社の提案によって浣定した。 • 

このプランは、 STOL 方式の證載機の離着陸の 
ノウ八ウからヒントを得たもので、 MS への換装は、 
©くまでも運用の拠点となる母邊の11内において行 
い、 空間での換装には、姿勢制御に备種スラスター 
を使用するというものだった。 



熱ソエット□ケットエンジン 

mmsm 


RB ^2268 B 

大 R ■入 

一次燃科裏*プラズマ 


二次饮豹 









ただし、戰_中の空中換装はきわめて危険度が高い 
ことが予想され、実際、汎用彳生を広く求めた総合ブラ 
ンは、多少のテイクダウンを経て進行した。 

また、エンジンブロックに嗣侔をはさみこむような 
スライド式プラッ 
トフォーム方式も 
提案されたようだ 
が、飛行中の変形 
による矢速ち問題 
となり、机上のプ 
ランに終わったら 
しい。 

重力下における 
空中換装は 、 MS 
の上半身で®る A 
パーツ および、下 
半身である B パー 
ツを撥送する專用 
の輸送機が必要で 
あり、実際に RX 
シ U —ズの MS 群 
を運用した強£5揚 
陸 H “ホワイトべ 
ー スル7” には M ガンペリー^8” と呼ばれる輸送機が i 己 
備されていた。 

連邦軍が M S を不格運用すべく立案した" V 作戦：：， 9" 
は、「未知の可能性を持つ新兵器 MS 」 の運用によって 
想定される「あらゆる状況」に対応する必要から、母 
fl となる強®揚陸僅や特殊輸送機などの_戰術システ 
h ： tk 並行して開発されていた。 

w 空中換装”目体、可能性としてブ□グラムはして 
あったものの、実際の手段としては非常にナンセンス 
なちのであ0、せいぜいが蕻重 ffl 空間における慣性飛 
行状態で行うもの、とされていた程度だった。 

ところが、実際にこれらの機侔を運用した若者た芍 
は、その機能を十二分に使いこなし、この機体のみな 
らず、ホワイトベースを始めとする戰術システムの、 
ほぼすベてのポテンシャルを見事に引き出してみせた 
のであった。 


ご—.い！ 




■ 








»焼ガス [ a 出 


ジオン公 N に上る* TU 器開兄 
の tW を W た迎叩小か.■い:人な 
を團免するために梅 
逃した■汁 (N 屮やマニヒュ 
レ_夕一などの宂をもと 
に，それそれを t して成^; 
させるための忮兩的か 
の功玷とされている 


::: 6 支樣メカ 

^ \Y M S てあ5 K X シリーズ 
の汴能强化.及び代術システム 
としての発 W tl : を由するため 
に開免された玟益辟の ftht 上の 
时 R ; !■: にホワイトベースに fH 
7された f ; ハーツ やコア- ブー 
スターなどの強化ハーツを指す 


-川語解説^— 

を7 ホワイトベース 
述阶1¢が凳鲂させた V 作«に 
よって叩兄さ fi たへガサス崧の 
強弨枳の2伤蜒ガンゲム 
などの【し\シリーズの以«とし 
て沾跗した 

ノンオフションで人、(旧文人 
が W 能て' 屯"ドでもミノフス 
キークラフトを fi ! 川することで 
がけ I 能 


n ヮ n 二:觀れて 
いるね姝輸送棟ホパーおよび 
ジェットエンジンによって琬行 
する大“旧内ぐ/川公段コンテ 
ナにはミサイルを公鎘すること 
も走で . i 代也としても 
述⑴できるガンダムのハーツ 
を7屮搜公をけう二と 
もで S る 


=：： Q V 作 W 

功气!モビルスーツとその ” C 
となる领典腿«の開 sl tea 
および!バ帝と.その t 料没入. 
wn , およひ■開 k 改 uo ための 
フイードバックをも丨彳的とした 
叶それまでに®んでいた r 
などを轆 ft して.醋シ 
ステムとしてのぼ開をろえた只 
器体系を屯み出すべく《霉され 
たフ〇ジュクトン;作と； m : 
ft が衩^していたため*いくつ 
かの先 fTW 產，が！ t まれている 


































































ポデイモジ：! ■ル 




宇 e 世紀 wo において、物理学は驚 
異的な発展を遂げた。それを象徴す 
るのがミノフスキー粒子 ( M 粒子） 

の発見と実用化である。 

M 粒子とは、静止質 S がほとんど 
ゼロで、正か負の電荷を持"5、不可 
視のフィールドを形成して、その領 
域内を伝揺しようと百るマイク□波 
から超長波に及ぶ電磁波を著しく減 
衰させるという振舞いをする素粒子 
でぁる。一方では超集稻回路などに 
も影響を及ぼし、粒子の密度が高け 
れば、それらの機材に誤作動や機能 
障言を生じさせる。 

この粒子の存在は、サイド3の物 
理学者 、 T * Y ，ミノフスキーが、 

目分たちの研究グループが開癸して 
いた熱核融合炉の炉内の現象を賴明 
するため、その存在を仮定し、十数 
年に及ぶ研究の後、自らその実在を 
立証したちのだ。 

彼は、この粒子の存在と新たなゲージ理論によっ 
て、自然界に存在する四つの力（重力、電磁力、強 
い力、弱い力）を統一し、大統 一 理論にひとつの決 
着をつけたのである。 

当初、仮想粒子として存在が提唱された M 粒子は、 
発表当初には〗9世紀のエーテル$12理論を復活させ 
るものとして無視されたが、後にその実在と利用価 
値が判明してからは、彼の功■を否定する者はない。 
その影罾の大きさは、素粒子锪理学に一応のピリオ 
ドが打たれたと喜われるほどのものだったのである。 

宇宙世紀の主なエネルギー源は、太陽光発電と核 
融合炉である。コ□二一をはじめとして、日常生活 
に使用されるエネルギーは、ほとんどが太陽発電な 
どによる電力であり、その他、大型の航宙用船舶な 
どに必要な独立したエネルギー源として、核融合炉 
が使用されている。 

核融合反応炉は、崩壊性の放射性物質を使う核分 
裂反応炉よりも十分にクリーンなエネルギー源であ 
るとされているが、それでも核融合反応によって発 
生百る放射線の遐 M には大がかりな防護装備が必要 
で、何よ D ち核融合反応そのものをコント□—ルす 
るためには大規模な施設が必要だった。 

旧世紀以束の技術の冨稻によって、熱核融合炉の 
安定稼働そのものは、ある程度確実な技術となって 
いたが、基本的に大規模な構造物が必要であること 
には変わりはなかった。ところが、ミノフスキー物 
理学の発展によって、核技術は新たな段階を迎える 
こととなったのである。 

宇宙世紀0047年に開発が開始されたミノフスキ 
—/ イヨネスコ型の熱核反応炉は、木星から採取さ 



れるヘリウム3を基志燃料として、 D — He 3 反応によ 
って 膨大なエネルギーを生み出す。そして、既存の核 
融合炉をはるかに上回る安定稼働と高効率化、高出力 
化、小型化を可能とした。開発から間もなく、航宙船 
舶への搭載が可能なほどの小型化を達成していたので 
¢3 〇 

この型の融合炉は、炉内のプラズマの安定や放射線 
の遮蔽に M 粒子が生み出す立方格子フィ ー ルド^ 3を利 
用しており、核融合反応から直接、熱や電力を取り出 
すことを可能としている。 

これはまさに、太陽そのものを人の手元に e くよう 
なものだった。実際、この熱核融合炉の完成によって、 
人類は本質的な意味で、ようやく核融合反応を制御で 
きるようになったと言っても過言ではないだろう。 

そしてまた、それに伴う周辺理論の確立も行われ I 


p 


i 


柄“て咖 
された，内时に代わる iphS ュ 
ニ パーサル. センチュリ ー L . 
C. = t niversal ( cnturv と 
されることが多い 


^ 11 ミノフスキー粒 7 - 

ヘリウム3を洁木として 
D tfc によって稼働する 

然枝反免:がのが心で U. 強 SW 
に加え. n 然*生する m 粒子が 
形戌十るを方格户状のフイール 
ドをとしてフラスマの初鉑 
に利用しているまた.この立 
f - U , フラズマに UK して 
ある fp. の “nr を形成し -mi 
褊を爲わする，ーノ厂その作坰 
SOUU 倒にも方 M の位子が5? 
叱して5り.桁 i すすることも a 
出することも可能である 


— )« 語解説— 

淡 12 エーテル 

イーサとも时ばれる.光の波 
釣ぶでび ft : を以记された光の W 
n 光が w のような特 n : をもっ 
ていることから1空\(が r ? を仏 
えるように、卞 w には光の娛 f 本 
としてエーテルが w らているの 
ではな t 、かとする a に敁づいて 
ちえられた柯竹 uns 泎にホイ 
ヘンスがしたが，丁インシ 
ユタイン性增沿の m 现で I 
その汀江を汽记された 

や W #) として忮川され 
るエーテルとは別のもの 


mn と力略/フイールド 
然枝 S * 妒から ftlfi された W 
位子は.+か一に夼坩し、 i 方 
格/を形戌する 二れは， 兄出 
点を屮心として、ほぱ光連で K 
取していくが，その*中 U やガ 
叫を妇參 I することで“力 i ； T を 
七成することことができるそ 
れを fe 川し、メガ K f のノ1-:戌や. 
ミノフスキー*クラフトなどに 
㈣ 埘することができる 
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た。これが、3型ジェネレータの最 B 画期的な特程5 

で©った。 

通常の□ケットエンジンは、推進剤と酸化剤を反 
応させて燃焼することによって推力を得ている。单 
純に言えば、液佶燃料の場合、2種類のプ□ペラン 
卜を©載する必要があった。しかし、その燃焼に、 
核融合炉のブラズマを熱源として転用することで、 
酸化剤を不要としたのが熱核□ケットだった 。 N 
C — 3型熱核ジェット/□ケットエンジンは、大気 
園内においては、大気を取り込むことで、ジェット 
エンジンとして機能させることができた。無論、大 
気を取り込むと言っても、核融合によって発生する 
放射線などは、 M 粒子が作り出すフィールドによっ 
て密閉されており、構造そのものが物理的に損壞し 
ない限り、パイ□ットやエンジニアが被爆すること 
はないと言われている。 

背部に装備される NC _ 5型ジェネレータは、ビ 
ー ムサ ー ベルやビームライフルなどへの エネルギー 
供袷に B 使われていが、この罔期のジェネレータの 
能力では、エネルギ ー CAP システム.: : i 5 をチャー 
ジすることは不可能で、あくまでビーム発振機のア 
イドリングなどに使われる程度となり、ビーム兵器 
を恒常的に稼働させ続けることはできなかった。 

さらに腰部の NC — 7型.脚部に按立した動力源 
として装備されている NC - 3 M 型などを含む総合 
出力は、当時の航苗涯瘦の水準をもはるかに超える 

ちのだった。 

そして、機彳本各部の構造材や装甲 
材には、ルナチタニウム M 6 が潤沢に 
使用されており、機体の軽 Q 化に貢 
献している。このことが、卜ータル 
バランスとして、機体の出力/重 E 
比を向上させ、 RX シリーズ MS の、 
特に、重力下において立体的な戦闘 
を可能としたガンダムの高機動、高 
性能化に寄与しているのである。 


粒子加速のための新たな手法や電離分子の制御などか 
ら、それらを利用した新素材の開発など、様々な技術 
が派生していった。 

核融合炉の小型化の進展は、その最たるものと言う 
ことができるだろう。ミノフスキー/イヨネスコ型核 
融合炉の開発開始から約30年を経て、同等の出力を 
持つ熱核融合炉は、体積比でおよそ1/100まで小型 
化されたのである。 

これが、標準的な MS の動力源となっている。基本 
的にスタンドア□—ンであることを要求される MS の 
動力源として、これほど理想的なものはなかった。公 
国軍が、ザクの開発に成功したのち、近代的な電子戰 
を無効と百る M 粒子の散布技術+14の蹈立と、融合炉 
の小型化が実現したからだったのだ。 

RX — 78のボディモジュールは、コァ•ファイタ 
_を内装した場合、小型化されたコ • ジェネレータと 
組み合わされることで、公国軍の標準的な MS で©る 
サクと比較して、約5倍以上のエネルギーを生み出す 
と言われている。 ' 

ガンダムの動力源は、 コア•ファイターに2基搭載 
される N C — 3型核融合ジェネレータをメインとし、 
背部のランドセル内にあるタキム N C — 5型2基をサ 
ブジェネレータとしている。 NC 型ジェネレータは、 
いずれもタキム社製で、 3型は航空/航 S 用の熱核ジ 
ェット/□ケットエンジンとしても機能し、背部のメ 
インスラスターの燃焼にも不可欠な装 e となってい 
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川語解説 


：：-U M 位/■の牧 fell 術- 
m 校广が描成する m n 
あるの vii 磁波の k 煦を Riw す 
るモのフ < ールトをにぱ冏 
させることで. 

^しくされるこれによって 
近代的な A j J ■-权は Bi ミのとな 
1). 0_探祥«以に¥16した、15が 
して成 i した髓ぉ 
よひ W 拉 rir として，レーザー述 
U や®找知技*も關免されたが. 
あくまで Mt rr) でしかない 


エネル キ_( A P システム 
，的の缺价枚 H ■の ft 法 
であるメガ粒 

わを 、： u s などの作的圬⑸に HI 
帯させるベく.述坏诹が開兄し 
たけ® これは，強力な狨叻力 
を W つメガを. SB 3 M 麻の 
代$まで H : 縮してするとい 
うシステムで I ガンダムの t ： i \ 
乂でゐるビームライフルなどに 
ft 叩されている 


：1-16 ルナチタニウム 

卜:にに卬出すろチタン系 
のレアメタルをベースとして逑 
用嫩が Iffi «した袷碌 ft 金の総 ft 

で，いくつか〇バリエ_シ3ン 
をねつ D に村はて期性. 

があり. iilffi 法によっ 
ては帯®させることも*_1能 
ガンダムなどの li X 朵の杈 ft . 
に樣用されている 
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腕部及び歩行システム 



ジオン公国が開癸した MS は、一年戦争;:17において、 
連邦と公国の圧倒的な物51差を覆すほどの戦杲を©げた。 
公国軍は、■子戦を M 効化する VI 粒子散布を積極的に行 
い、嗟砲射撃や誘©弾を中軸に据えた逞邦屋宇笆陧隊の 
戰賂、戦術をことごとく打ち碎いた。そして、後に人類 
至上最大の藍行と言われるブリティッシュ作戦^ s を敔行 
した^ 

寧態を重く見た達邦軍首腿障は、插摆した公国軍の標 
準的な MS サクを砑究材料として、対抗兵器の開発、通 
厓および投入計画である V 作戦を立案しが、連邦軍の上 
層部と技術者たちは、 MS という機動兵器を模証可る寧 
から始めなければならなかった。 

MS とはどのようなものなのか。さらに、 MS を戦術 
に趙み込んだ戰 Bg とはどのようなものなのか。ガンダム 
を始めとする達邦製の RX シリーズの MS は、まさしく 
その確認のために作られたのだと言って 1 &過言ではなか 
ったのだ。 

RX 計画による基礎研究があったため M 巨大な人型機 
動兵器"に必要な要件はある程度把握できていたちのの、 
昊際の建造には相当の困難が伴った:と言われている。 

V 作戰の発動によって、 RX 計画に基づく基礎研究を 
行っていた民間の研究者たちの頭龆が結集された， 

建設途上のサイド7第1バンチコ□ニーを拠点に開 
発された RX シリーズの MS 群は、彼らのアイディアの 
ほとんど全てを盛り込んだブロトタイプとして建造され 
たちのなのだ。 

ただし、この時点で、達邦軍が公国軍に勝っていたの 
は、新素材の開発能力とビーム兵器の小型化技術のみだ 

つた。 


採掘、精製技術を持っていたことは大きなアドバンテー 
ジだった。ルナチタニウム系合金の採用によって、公国 
罝製の MS に比べて大福な軽 S 化に成功した R X シリー 
ズは、高い機動性や運動性を手に入れることができた。 
この素材は、装甲材としても湿秀であり、破格の丽久、 
M 弾性をもガンダムにちたらしたのである。 

RX シリーズの内、 RX — 78ガンダムは、あらゆる環境 
での多様な邏周が想定されており、空間戦01から重力下、 
あるいは目由落下、大気圏突入など、それ袤での兵器が 
体験したすべての環境にことごとく適応するという、過 
酷な条泮をクリアすることを目的にデザインされていた。 

この機你は、外観上それほど多くの可動部分を持って 
いないように見えるが、それぞれの関節には十分なクリ 
アランスが確保されている。当時の MS は、兵器として 
はいまだ開発途上であり、対 MS 戰閉は一度も行われた 
ことがなかった。そのため、可動部や動カチューブなど 
が可能な限り内装されているのである。この時期の達邦 
製の機係形状が、通常時、可能な限りフラットに構成さ 
れているのは、 MS 同士の格1という状況が想定される 
以上、機体各部に複雑な形状を施すわけにはいかないと 
考えられていたからなのだ。 

さらに “ a 前線で闘う可能性の©る秘密兵器”という、 
矛盾した目的を併せ持っていたため、各部の機構は可能 
な限り外観から推測できないよう設計されているのであ 
る。だからこそ、可動部分の引き込みや、装甲による 
対衝擊保護など、二重三重のフェイルセイフが施されて 
いるのだ。また、この槇造こそが、鏡部を奉なる武器の 
プラットホームとしてのみならず、 7輜以上の可動部を 
持つマニピュレーターとしての冗長性：:20の獲得を可能と 


それでも、この2点が、 RX シ U — ズを始めとする連邦しているのである。 

製 MS の性能を高いものにし r こことは間違いない。 MS の持つ汎用性は、多種多様な武装を容易に変更で 

ことに、連邦が独自に新素材であるルナチタニウムのきることが前提となっている。 



八イブリツドアクチユエーター 

HM - 680405 - A + 



^17 

地球から U て HON こぅ侧に 
む71:するコロニーびサイド3が 
ジオン公 W を地球违邱 
mt に w して挑んだ设 
こと穴柃ルでから—-力 n あま 
りの«いで.位の総人 n 
の約 T : ねが失われた 

卞 wmwoom %: 1 in n のれ 
免から、 f ■[力） i の霡状*を ft 
み.までおよそ一卬かかっ 
たことからこう时はれる 


來18プリティフシユ ft : 職 

パ「科，においてジオン公川 
叩が《圃した コロニー 落 t L 作 
钱のこと奸と H 畤にサ 
イド1 . 2 . i を H C 
1:1 V 化7 で A 诏した公 

N 軍は、サイト2の袂逬からコ 
ロニーを鼈 S させ，地球へ 
洛 K さセたこの作矜のせいで 
地球壩位が澥薰し，塘1:にい Hfc 
するちくの iffK が死に卞:った 


-川語解説- 

: r U ) サイド7，1バンチコロニー 
J J の U _ U 灞のラクランジユ点 
l 5に比^された1 mi のコ〇 
二一のこと降 B 没にガンダム， 
ガンキヤノン、ガンタンクの这 
m & i > トライアルが行われてい 
た 

ニニが連邦ボの w 密掩及であ 
る二とをしたシャア平いる 
特務部隊の钱窄によって.アム 
口，レイがガンダムに敎ること 
になった 


HiW KUft： 

“冗 tr とは「不必突に以たら 
しいこと」などを a 味するが.こ 
二で u マニ ヒユ レーク ーな どにム i 
ft «必®とされる W 蠡ぬとは别の 
免分な勒以のこと M S は娜 
に7褊以上の可動部をねつ M え 
ば- fuh 度が6 _あれば*マニヒ 
ニレ_ターとしての改能は W たせ 
るが. W 勤点に*®がないため. 
ねじる.ひねる.リ宵せるなど 
の和糖な作茨にが屯じるド 
了を [« けるの作;！などが二れ 
に3たる 






























































て _j . ■-» r»- 




〇 




J ^ r - 


n h 



白兵戦や、ことに空間戦闘の場合 、 A 
MBA C 機動ジ]を司る四肢の性能の M 
劣が勝敗を決定すると言っても過言で 
はなし、。 

RX —78ガンダムの碗部は、櫧偉の 
設計ポリシーを彳本現している部位であ 
ると言える。それは、執坳なまでの擬 
人化の傾向である。設計に®たっては、 
義手、_足などを開発していた技術者 
も動員されていた。 

MS の脚部もまた、その機動性の多 
くを担うという機能上、非常に重要な 
パーツである。空間戦闘においては、 
AMBAC 機動の主要モジュールとな 
り、重力下では目重を支え、足となっ 
て铍格の定肢性を発揮する。その意味 
で、もっとも詰使される部位でちある 
と言える。 MS の諸機能は、この脚部 
によって達成されているといっても過 
言ではないだろう。つまり、機你に従 
属する部位で®りながら、最重要なユ 
ニットでもあるのだ。また、その用途 
や使用頻度、環境からは想像ちでさな 
いほどデ 1 」ケートなユニットでちある。 

ちなみに、ガンダムの脚部には、駆 
動用の狨立した N C —3 M 型のジェネレ 
—夕が内瘛されている。また、姿勢制 
御用バーニアやショックアブソーバー 
のほか、答種センサーやコント□—ラ 
一 および、それらを独立/統合制御す 
るコンピューターも装備されている。 

2脚歩行そのものは、既存の技術転 
用やザクから入手した0 S 及び姿勢制 
御ソフトウェアの解析で、開発期間を 
ある程度短縮できたものの、設計思想 
が異なる機佶であるため、ほとんど芻 
自開発と同様だったと言われている。 

腰部には、各種武装の八ードポイン 
卜やマウントラッチ、そしてサブジェ 
ネレータの NC — 7型、大気圏突入時 
などに使用する®熱フイルターおよび 
機侔冷却剤の_霧ユニットなどが内臓 
され、それらが腰部可動のための夕_ 
レット構造を取り巻くように配匿され 
ている。 

ガンダムの各関節部分に探周される 
駆動装匿は、フイールドモーター※22と 
呼ばれる新開発のモーターシステムで 
©る。これは、ミノフスキー物理学の 
応用で可能となった技術で、 I フイー 
ルド嵌23とミノフスキー粒子の相互作用 




w 大作 m 中: ht um 


RX - LU - D 1 MS 用歩行システム 

W 大作 3 N 1 EW 

306 1 

連轤作_時_ 

1 ぬ min 



作_0由度 

< Dc^roi 1 of 卜 recdom 1 

3.2+3 DOF 

アクチユエーター 

リニア. MBEOfffi 


AE* 8001 ci 

AE-125I + 

a 化搭從センサ 

傾斜扑. (i センサ， 

«輪 センサ.祝兌カメラ 

tf 助動力鱒 

XO\lf> NTTS-H 
LE-SOO/Lt^ 550 


によって、スケールを超えた大出力の 
トルク癸生を可能とする B のだった， 


このモーターは、連邦軍の技術部 
と重電機重工業メーカーのサムソ 


»« 作動*|闕 

220 min 

中: U 

«i.2( 

作動 n mm 

1 Decree or 卜 rredomi 

343 +3DOF 

アクチュエーター 

リニア._圧 供用 

^mmvm 

AE-S201 t % 

AE-M5 c 其 

»以5 鐵 センサ 

傾斜 胂， G センサ、 
センサ， 说兑 カメラ 

M 助麯力篱 

LE-30 


二*シム祍の共同開発によるもので、 
マニピュレーターの各部にも同様の 


原理によるアクチユエーターが採用 
されている。 






」 1 に ル A 解 


^21 A M B A f ： Ptfff 

Acli \ t 1 fhhnct 1 Autn Cqntirol 

= 能麯的 nu 移働による姿羚 m 
醉のこと鳙承 W 亨圃で姿勢 M 
_する nsft . その设にバーニア 
を松っていては，あっと j う卯 
に燃符を设い m たしてしまう 
一方 . MS It . W や，を的かす 
二とで，その u 作) n を fj ] 川して 
克朽; wat をけい. kh の仍打を 
大幅に®約することができる 


フイールドモーター 
M * 子が**されると M 疇に 
するケガ格子にバイ 7 ■スを 
掛け I フィールド内に)!1{する 
づ I 力と斤力の和*を M 鯽する二 
とで垮的な作に**するデ 
バイス，これを分 if 中位で形成 
されたヒンジやヒストンとして 
し I ひとつの大きな了クチ 
ユエー ターとして嫌能させると 
いうもの11彳灼保 M のため.既 
む-のアクチュエーターが«用さ 
れることもある 


iir 23 !フイールド 

MR 子が作り出すフイールド 
はフラズマとするれ11:があ 
る出力を上げればビームバリ 
ァとしても隨能するが.それに 
は膨大なエネルキ '一 か必ぬであ 
る 二のフイールドのれ坪的な 
作川をナノ小位、ナノセカンド 
中-位で f i うのが7イールドモー 
ターの W 坪であるとされている 


-Q- 




























































I 頭部センサ 




ガンダムとザクの: S 大の違いは、 

極論すれば S 産機であるかブ□トタ 
イプであるか、だと言われている。 

連邦軍による MS 開発は始まったば 
かりであり、その運用についてち、 

亲知のファクターが多すぎた。開発 
に際しては、あらゆる可能性が模索 
されていたので®る。 

サクの運用は、ムサイ級の巡 
洋 g との組み合わせで行われる事が 
多かった。その理由は、 MS は®る 
意睬で、櫧動歩兵そのものであると 
考えることができた為である。よっ 
て、兵員輸送と展開の中核となる設 
備が必要だったのである。ガンダム 
とホワイトべースがほぼ同罔期に建 
造されているのは、こうしたジオン 
公国におけるザク部隊の運用を參考 
としていたからである。 

つまり、ホワイトべースを、 MS という歩兵の 
展開および後方支援ユニットとし、 MS 投入の母 
邊として確保するということで®り、そうするこ 
とで、 各種戟術および戦闘のシミュレートを行い、 
並行してデータ収集を確実なものとすることがで 
きた （ MS そのもののデータ収集は、 V 作戦におけ 
る最 ㈣ 先事項だった)。 

史上初の対 MS 兵器として建造されたガンダム 
本体および周辺の装備は、当時考え得る可能な限 
りの整備性が確俣されている。機体各部はそれぞ 
れ独立した機構として成立しており、メンテナン 
スを容易なものとしている。それでも、予想外の 
出来事は頻発したと言われている。 

コア • ファ イターによる中枢ユニットの集中 管 
制、侯證のコンセプトや、過剰とも思えるほどの 
サバイバビリティは、 MS の開発という要件を確 
実なものと可るための舌肉の策でもあったのだと 
言うことができるだろう。 

ホワイトベースをはじめとするペガサス級強遲 
揚陸 il には最先端の技術が投入され、標準的な戦 
関羅涅をはるかに上回るスペックが確保されてい 
た。公国軍の降下作戰によって、地球のかなりの 
地域が制圧されていたから、 MS を旲戰に投入し 
た場合のシミュレーションには、当然、地上戦も 
含まれていた。 

当然、ペガサス級の?！逛は、地上での運用も想 
定されており、それに対応する MS の運用設備は 
もとより、ミノフスキークラフト^25や大気圏突 
入および脱出能力、大出力のメガ粒子砲などが装 
儀されている。これは、ひとつの実騃 $>:(! 部隊の 
ユニットとして、すべての戦況に対応できるよう 
に考えられた結果なのである。 


当時の逞邦軍に 
は、 MS の戦術に応 
じて、そのつど装備 
を莒握成できるほど 
の余裕はなかった。 

その上、ガンダムを 
始めとする M S 運闬 
のノウ八ウは、あら 
ゆる状涴を想定して 
創0出していくしか 
なかった。目的を達 
成するためには、ひ 
とつの g 趙に可能な 
限り多くの機能を盛 
り込む必要があった 
のだ。ペガサス級の 
強襲揚陸塵が、ほと 
んどワン|オフの 1 S 計でデザインされている上、いくつ 
かのバリエーションさえ存在するのは、このような事情 
によるのである。 

事実上、ガンダムを始めとする 3 m 種の MS は、実戦 
投入の可能性も想定されてはいたが、実際にはトライア 
ルそのものを目的としていた。つまり、それによるデ ー 
夕収集こそが、ガンダム本采の目的だったのである。そ 
のため、ガンダムにはデータ収集に必要なモニタリング 
装 m が過剰なほどに搭載されていた。 

R X —78 の頭部には、頭頂部のメインカメラ部と一 
対のデュアルカメラ、そして2門の 60 mm バルカンな 
どが内装されている。この構成を基本とした外観は、い 
わゆるガンダム系 MS の特徵ともなっている。 

ガンダムの頭部は、照準精度を向上させるためデュア 
ルカメラのため、ヒトに似た形状となっている。このデ 
バイスは視差による計測も可能だと言われているが、デ 
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ミノフスキー？ラフト 



ジオン公 m が屮 
から让®を治めた m 川の iskir 
啞ザクなどの. m s の迷 m を的 
化とした艦艇で * crn こは大 w 
m 芡入卜 _ カフセルのコムサイ 
を装®しており、 V ぢで3ほのザ 
クを収竹で S る 2門のメガ f :( 
/^が2仏のものと3 U のちの 
がある m 1 ，: な形状は, m s m 
の r ドカフセルの運朋を搞&と 
したためて、公 n 箏はこの畤以 
ら垲邛 fi 略を.定していたこ 
ととなる 


ホ ワイ トベースが公说する^ 
) 1 ド州の f ? 釣鉍媒 MP . JT ■が免 
中させる立ガ格 f を ㈣ 川して G 
おとし. C 休を??遊させるとい 
うものいわゆる反 * 力公釣で 
はなく.，然,«力鶬遽度は作 
m している泊作するエネルギ 
一かじ人て小ヒがな二と 
から，人 n の c 粗などでなけれ 
ば公设することはできない 


川詔解説 



























1 60 mm バルカン 


ュアルカメラの構造自体、基本的には Q ■機の RG 
M -79ジム:; .26 の機俥にも踏製されている為、ヒト 
に似た形状なのは、ただ単にカメラカバー用の透過 
率の局い索材の開発事情によるものだとも言われて _ 
いる。無論、一香有力な説は、設計者のボリシーだ 
と言うものである。 

ガンダムの頭部は、センサー類の集合体である。 
特に、 M 粒子散布下の環境に対応するため、光学的 
な走査端末や备種の計測装置などは、幾重にも及ぶ 
防謡装備によって密封され、それぞれのリンクは光 
統合回路によっており、大規模集積回路へノイズの 
干渉を防いでいる。 

メインコンピュータはコアファイターに搭載され 
ているが、頭部ユニットに搭載された副次的なコ¬ 
プロセッサーフレームは、 ある程度の機能を代替で 
きたようだ。これほどの機能がサブシステムである 
頭部センサー群に盛り込まれているのは、教育型コ 
ンビュータへの 負担を極力減らす ための 措證だとさ 
れている。 

また、両眼と頭頂部、後頭部に設〇されている力 
メラは、いわゆる光学的な映像ばかりを捕らえてい 
る訳ではなく、不可視領域の電磁波帚のセンサーと 


しても機能してい 
る。他に、ドッブ 

ラーレーダー※27 

や動態センサーな 
どを始めとして、 

既存の兵器に採用 
されていたあらゆ 
るセンサー類が各 
所に配 S されてい 
るのである。 

コクピットのモニターには、これらのデータを総合的 
に処理した上で、次に必要な行動の指標などを合成した 
画像が表示される。無論、目機の状況や状態を認識さ 
せ、コンディションを伝遅する端末も装備されている。 

それらの表示に使われているレティクル说8やゲージ 
ぬ 9 は、航空機器のものに酷似しているが、 MS そのも 
のが、本釆、空間戦闘に投入可るために開発された兵 
器であるから、航空/航宙用の概念が適用されるのは 
当然と言えるだろう。また、この機体のコクピットは、 
航空機そのものとしても運周されるのだから、その方 
がパイ□ットに余計な混乱を与えずに済むというもの 
だろう。無論、対地と対空など、環境の変化と共にモ 
—ドが変換されることは言うまでもないが、立体的な 
空間はある程度マッピングされた状態でないと、敵機 
や障害物などとの相対速度や空間を把握しにくいので、 
e 低限必要な情報は常に表示されている。ただし、精 
密な照準が必要な場合は、専用のサイトスコープをへ 
ッドレストから引き出して使用することが推奨されて 
し、る。 

ほかに、スーズ社製の無段方位アンテナや、マツ 
Lx . ソニック社製の通信、音啓システムなども採用さ 
れていて、パイロットの空間認識に援用されている。 
例えば、全方向の情報が同時に正面に表示されると視覚 
が混乱するだけなので、正面以外の情報は、まず音觀 
によって伝遅され、その上で、パイ□ットの操作によっ 

て必要なポイントを表示するように狂って 
いる。この機能は宇宙空間でも稼働してお 
り、例えば、敵機の接近や爆発などが後方 
や側固で起こった場合、螯告音の他に、そ 
の衝撃波や映像から事象を類推して、それ 
に準じた合成音を発するようになっている。 

また、頭部には固定武装としてバルカン 
砲が装備されている。これは、バイ□ット 
の視角と頭部のポジションが恒常的に連動 
していることを利用した副武装で、手持ち 
の武装を使用するまでのタイムラグを無く 
すための配慮であるとも)言われている。装 
弾数や威力はそれほどではないが、近接戰 
闘用の武装として、特に牽制や白兵戦展開 
時などに非常に有効であることが実証され 
ている。 




ジム 

迚ボがガンダム0データを 
もとに免した 

シルエットこそガンダムに近 
いものの_屮ぽ性を吩先して。 
M されているたぬ1 “ L 1 な nfj 
$コンヒュータやコア.ブロプ 
ク-システムなどはオミフトさ 
れているまた-産 W 期によ 
ってデザインの穴なる攆沐0も 
屯瘙されてお0,その性鼈も『■ 
走 J / 以である 


^27 トツフラ ー レーター 

斤や光などの S 中源や议瀾 n 
が轉#している畤. S ■物の靨動 
ねが K なって W * さ h 〇 その 
视染を叫出して，杓との m 
などをするシステム 


-川語解説- 

ti ：28 レティクル 

狭窄や S 攣0芯に及；される 
布子 K サイトの找四味な 
どの [ iLI > |ヘッド， T ッフ - デ 
ィスフレイは.丄:ぬの挟俛に 
インホーズされる汜で W 染をホ 
—ミンゲし.ロックオンやけ觔 
ブ/ など I その麴韌や伏®を衣 
不する 


ゲージ 

一艚的には*|定坩以潺や am 
の松私衿にその沾#として扯 
ラものさし.また u それに上つ 
て*记された■す法. s 印叫 
w のことを衍すここでは.地 
ムや n pi の ft 0 をム柷するため* 
HIB などに/される h 盛や 
_ n のこと 

* にもレール内侧の IU や w み 
物の蝙み丨1のむ.[^评 R の na 
のこともさす 
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RX —78 ガンダムの“強さ”は、パイ□ットの惡 
秀さも重要なファクターだが、当時最強の装甲と攻 
擊兵器によるところも無視できないだろう。 

特に、エネルギー CAP 技術によって携行が可能 
となったビームライフルとルナチタニウム系合金の 
開発は、 MS という兵器の有効性や能力を抜车 
的に変革した画期的な技術で®った。ただし、これ 
らの技術は一朝一夕でもたらされたも)のではない。 

宇笆世紀0065年の M 粒子の癸見と、その応周技 
術は、既存の物理学界を大きく揺さぶった。しかし、 
それらの技術は主に軍事的に転周されるものが多く、 
昊際、ミノフスキー物理学が a も質献した分野もま 
た、多くが軍事面だった。 

実際問題として、サイド3ニジオン共和国 ㈤ 0 (公 
国）の後ろ盾がなければ、彼は M 粒子を発見するこ 
とも、応周技術を開発することもなかっただろうと 
言われている。 

ミノフスキー物理学は、誕生から20年を経ずして、 
多様な技術分野に応用531された。それらは基志的に 
M 粒子の特性を利用したものであり、ミノフスキー 
鞠理学のほとんどすべてが、 M 粒子の振舞いのもと 


に成立している。 

もっとち頭著なものが、 M 粒子の散布技術の確立によ 
る、近代的な電子戦の衰退で©る。 

M 粒子の特性を知った当詩のジオン共和国の軍苜脳部 
は、いわゆる近代戥の戰術や戰珞が根底から覆されるこ 
とを予見した。 「 m 粒子の散布技術が m 立されれば、事 
実上、有視界による近接戰闘を余儀なくされるはずであ * 
る」と。これが、 MS 誕生の直接の契機である。 

公国の成立.::32以降、ミノフスキー■理学とその応用 
技術はジオン公国の独占技術とされた。それまでの M 粒 * 
子は、あくまで学問上の存在であり、軍事的な転用が可 
能で®るという事実は彳 S 力隠蔽されていたのである。た 
だし、 M 粒子による現象の公開吴験そのものは、公国成 
立以前に行われており、基本理論そのものは一般にも知 
られていた。つまり、ミノフスキー物理学に則った砑究 
は、予想以上に一段的な科学技術として認知されていた 
のであった。ある意味で、連邦が M 粒子の利周に関して 
柔軟に対応できたのも、そういった基礎研究が敷衍され 
てし)たためなのである。 

ミノフスキー物理学を応用したメガ粒子砲は、宇窗世 
紀0070年に公国軍によって開発されたビーム兵器の一 




種である。 M 粒 
子が構成する立 
方格子を I フィ 
—ルドによって 
圧縮し、正、負 
双方の粒子を融 
合、縮退させる 
とメガ粒子とな 
る。 M 粒子は、 
メガ粒子となる 
時に質12の一部 
を運動エネルギ 
一に変化させ 


る。それを I フィ 
—ルドによって驭 
束、誘導して射出 
するのである。 

メガ粒子砲はエ 
ネルギーの変換効 
率が高く、当時の 
レーザー 砲の四倍 
以上の性能を持 
ち、荷 S 粒子砲と 
比較して地磁気な 
どの影_を受け[こ 
くいという利点ち 


ビームサーベル概念図 


i Held 
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Ma^pnclif field 




::-: m ジオン共和 W 

ジオン.ズム♦ダイクンが從 
⑴したコントリズムを父 K すろ 
ため. nmfeioowv にサイド 
3に斟立した W ぶ迪 M : 政府と 
Jtk しつつ.サイドがム i 低の 
n 治格/ r 巧⑸するためのガ心と 
して，〖中 t としての怵巧をとっ 
た ti m . ジオン本人に*用と 
u 決すろぬぶはなく.述川が必 
费以1:に持っていた在ふ | J 襯や 
卜: U . V を、あくまでも M し ft いに 
‘つて サイドへ S 凡することを 
[ f 的としていた 


m \ \\ P . 广の化川 

广の応川は術は.關や 
HH 1ソ？の分？/でもけわれてい 
る二の卩/が作出すフイー 
ルドは. SS 忾の粘練や化7凳化 
などに iGf ! ■を及ぼし，ルナチ 
タニ ウムの砧 Q などに t 使われ 
ていると3う 


-用語解説一 

ヨ2公 ㈦ の戌と 
nm 紀〇⑽91病によって 
ジオンが死 c した涔 h ジオン派 
を36絞したデギンは共 film の体 
M を幻換し, SiKffM を ft いた 
そして;生雄からの R 退を通れし. 
今後いっさいの I :渖を2け M け 
す '： K W 的に被立 W 家となった 
ことを Y し f し. fJO を公 i : とし 
て迚邦との齡疵 f /( K 鮝扣 If た 


-1 卜 



































あった。 

連邦覃も、ほぼ同時期にメガ粒子砲を完成させてお 
り、さらにメガ粒子を縮退寸前の状態で蓄稻するエネ 
ルギー CAP 技術を開発し、_用化しようとしていた。 

公国軍がメガ粒子砲を完成させるのとほとんど同時 
期に、連邦軍が同様の砲を備えた戰證を建造できたの 
は、サイド3がジオン共和国だった頃、すでに1フィ 
ールドの极念とメガ粒子生成理論そのものが公開され 
ていたためなので®る。 

公国軍が MS のような、ドラスティックな兵器を開 
凳したのは I このことが百でに戰踣に織り込み済みだ 
ったからだ。大邊巨砲主義ル33に陷っていた連邦軍は、 
メガ粒子砲装備の戦笆を多数配備することで、ジオン 
公国は萎縮すると思い込んでいた。 M 粒子が散布され 
た空間では、目視による戦闘が不可避となるとことを 
認識していなかったのだ。電子戦を前提とする遅邦趕 
隊は、このことだけで敗北したも同然だったのである。 

MS がほぼ現在に近い形を獲得したのは、研究開始 
から約2年後のことで、 MS の名を冠されるのもこの 
時であった。 

並行して、ザクが使周する兵装の開発ち進められた。 
それらは、通常の歩兵が携帯する武器の大型化が中心 
だった。しかし、それは基本的に武器のスケールを韧 
理的に巨大にしただけのちので 、 M S という新兵器に 
投入される技術に釣 D 合うちのではなかった。蕻論、 



それらの開発ち簡単だったわけではない。物体が巨大 
化すれば物体の iq 性モーメントも激変するため、機械 
的に構造を大きくするだけでは兵器として機能しない 
ので®る。それでも、その破壊力は絶大で、既存の兵 
器をはるかに凌ぐ威力を持っていた。何しろ ms は核 
バズーカを運用できる歩兵なのである。公国軍は 、 M 
S の性能維持と増産にウェイトを E く決定を下した。 
無論、ビーム兵器の装■も検討され、研究ち進んでは 
いたが、まずは生産性を維持することが■先されたの 
である。 

—方 、 RX —78は対 MS 戰閼を前提としていた。ガ 
ンダムは、 MS の機動性と丽弾能力を凌謂する武装を 
持つ必要が®った。幸い、連邦軍はエネルギー CAP 
システムの開発に成功しており、また、構造材として 
も装申材としてち S 適なルナチタニウムの技術ち持っ 
ていた。っま0、誕生した時点で最強の矛と盾を初め 
から備えていたのである。戦■の局面によっては白兵 
戦ち想定されており、 MS 同士の近接戦闘の S 終段階 
として、白兵、格闘対応できるよう、エネルギー C A 
P 技術を応用した 
ビ ー ムサ ー ベル免 
34も設計されてい 
た。加えて各種の 
武装■ン 35 にも、当 

時35強の技術か持 
B 込まれていたの 
である。 

八ィ パーバズー 
力は' 380 mm の 
各種弾頭を専甩炸 
薬で射出するデバ 
イスで、設計段階 
では、核弾頭や魚 
雪の装備も梭討さ 
れていたが、運用 
が雨梪条約の褅結 
後であった/"こめ、 

リストからは削除 
されている。 

また、優れた防 
御能力を発揮する 
シールドは、基本的にガンダム本依に使用される装甲 
構造を単純化したもので、堅牢さよりも衝撃吸収/拡 
散を目的としていた。基部は超高張力飼によって成形 
され、アラミド訖維に挾まれた高密度のセラミック素 
材が丽彈性を向上させている。その表面には緩衝材お 
よび発泡、放熱剤として高分子素材による樹脂が充填 
され、通表屈はルナチタニウムで覆われている。この 
盾の性能は、グリッブのスライド襪搆による防御姿勢 
のフレキシビリテイなどもあって、その後の S 1 産機に 
も採用されるなど非常に良好な効果が確認されている。 




k %\ t © l;ft 

奶 i 次大朽!こたいて 1 kV.n 
C か移的以台として數堆に f 』 攻 
し.それを戒谢復として,;堆 
M 1- M 川する幵術か成功を收め 
ていたその；:とに拘泥した n 
本海叩が. fSW を衫換できず* 
欧米の舨空の況に松れ右っ 
たを iti して. in 搔依然とし 
た体制の硬ぬふりを批队ある 
いは籌设していう mm 句のよう 


■；：■} \ ヒ^—ムサーベル. 

ガンダムが行部パソクハノク 
に沽糴する近保 KlStUH の饨《5 
na 伏のユニットの光瑞から 
ビームを i 々岀して刃を w 戌し. 
そのとな 
爭によってを;するとい 
-3 ものカンダムに s 设されて 
いるユニットはゲリフフ形伏を 
屯化させ*ビームジャベリンな 
どとしてすることも4能 


-川語解説- 

r > 

ガンダムにはこれらの]^公の 
(± ii . 吩的的て：よあるが#人-な 

irv を齡に v えるハイハーハン 
マーや-広範洲を馕きつくすハ 
イハー千ハームなどかあるま 
た.いわゆる M 人 ns なども Ni 
ll rR . in «されていたようだが. 
際に«川された M は少ない 































鄉体 




RX — 78ガンダムの誕生は、宇亩拉紀〇078荜の3 


月に発動した RX 計画まで遡ることができる。この計 
画は、公国宣の新兵器と同等程度かそれ以上の能力を 
持つ兵器、または対抗指 S を開発するた:めの基礎研究 
や諜報などを目的としていた。 

当然、この計画には既存の章需産業ち参画しており、 
以前からあった兵器開発計画もいくつかが哿り込まれ 
ることとなった 。 RX — 75、77といった形式番号は 
その名残だと言われている。 

その砑究は民間に委託されたちのもあったため「軍 
事」に信向しない発想ち多く、画期的な新素材や設計 
構造ち数多く提案されていた。 

結局、計画を統括百べき連邦軍の方針が定まらず、 
戰珞的にち戟術的にも醒固とした指針のない示示、素 
案だけが山積していったものの、それは曲がりなりに 
ち技術の■稻であった。その蓄積がなければ、 RX 計 
画関違プロジェクトが V 作戦に統合されたとは言って 
ち、開戦からこれほど短期間の内に MS の開発と生_ 
を可能とすることなどできなかっただろうと言われて 
いる。 それに並行してパイ□ットの黃成も)開始され、 
戰_勃発の数力月後には、実模さながらのシミュレー 
ターが完成していたのである。 

一年戦争の緒戦にあたる一週間戰争 ㈤ s や、それに続 
くルウム_役 ㈤ 7において、公国宣の MS の威力を目の 
当たりにしても、違邦首涅は MS の開発に消極的だっ 
たが、レビル将軍の働きかけが功を奏し、早々に研究 
途上の MS の建造、投入が決定された。 

そのため、相当数の楗体が先行試作という形で□ール 
アウトするという扰況が生示れた。開発初期段階の連 
邦製 M S に、互換性の抵いノ W ェーションが多いのは 
この r こめなのである。 

同様に、サイド7で開発されていた試験型の同型機 
にち微妙な変更が施されており 、 RX — 78ナンバーの 
MS も3機建造されていた。 

その内、昊戰に投入された H ガンダム”が RX — 
78 — 2である 。 RX — 78— 1は敵の攻華などによっ 
て損壊し 、 RX —78 — 3はガンダムの予備、插修パー 
ツとしてストックされた後、ホワイトべースが違邦罝 


本部のジャブ□一に寄港した際にテストへッドとして研 
究エ歴に段入され、 G — 3ガンダムとしてレストアされた 
と言われている。 

RX —78型は、 RX 計画で提出された素案のほとんど 
を採用した万能型の試作機だが、コストが異常に高かっ 
たため、直系の S 産型はほとんど存在しない。なぜなら、 
この櫧体が完成し、トライアルが開始された時点で 、 S 
歴機の開発にはある程度目途が立っており、あくまで試 
作機としてその役目を終える予定だったからで®る。 

緊急避_的に実戦投入されたガンダムを擁するホワイ 
トベース部隊は、レビル将軍の英断により、実験部隊と 
して運用されることになった。これは遅邦蚕の闹紀に照 
らし合わせる汞でもなく昊例のことであった。任官前の 
士官候補生が®の指擇を執ることはもとより、民間人が 
機密そのちのと B 言える新兵器を運用するなど、前代未 
聞のことだったのだ。レビル将軍がなぜ、敢えて疲らを 
渠員として実働させたかというと、ホワイトべースのク 
ルーたちが “ NT : 咖部隊”である可能性があったからで 
あると言われている。 

当時、実際の MS 戰闊においては、 NT 的な素義は計 
り知れないアドバンテージになる可能性があると考えら 
れていた。連邦軍における NT 研究は S 礎的なちのが始 
まったばかりだったが、対応兵器の開発自彳本は同年の8 
月に開始されていたので®る。 

NT そのちのの搦念はちとより、ジオン•ダイクンの 
唱えるコントリズム印 s そのものの颀値を認めない連邦首 
脳は、例証も少なく再現性の低い事象の軍事利周には消 
袒的であったが、 NT という槪念は、 II 戰気分を払拭す 
るためにも有効であるとされた。蕻論、それは連邦のプ 
□パガンダとして利 m されたり b したが、 sii 練もなしに 
MS を稼働させ、目党ましい戦果を上げ読けているアム 
□■ レイの存在は看過できなかったのである。 

昊際、彼は MS の操縦に熟達するにつれ、機体の追従 
性にストレスを惑じていったと言われ、それらの報告を 
ちとに施されたマグネット • コーティングヮ4〇処理は、違 
邦軍のなけなしの NT 対応技術だったとち言われている。 

とち©れ、それらの事情を抜きにしても、ガンダムが 
一年■争を象徴する傑作機であったことに変わりはない。 
"ガンダム H と呼ぱれる「白い MSJ は、後の機彳本の絕対 
的な指標となったのみならず、宇 S 世紀という時代に永 
く語り搜がれる伝説となったのである 
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：： r 3 G 一^！問 

字年 I n から 
1 mot i までの期問に Hb れた 
科鼸のことを持にこう叶ぶ 

公は. nMdiVftbmr ^ 
サイドし 2 , i を x [? 
c 技.兵ぬの m 
尤⑶ n 人によって，コロニー市 
比を内 G 「プリティ y シュ作柃」 
もこの期！！屮にされた。 


:!：37ルウム K 役 

サイド3 ルウム）の w 

域で_闋された山上《大 w 蝾の 
«隊«述燁取は一趔闕較，の 
過ちを校り以さぬよう. t 小で 
この防跖にあたった，しかし、 
公卿が闽兑した M S の峽力の 
的に; i « ie 隊 u 域 M しかし， 
& W 愼のも M 大であり.コ 
ロニー a としの Wijiu 乍くも防 
がれたこの較いの彳匕 mn & 
定として喇»*約か繾 w された 


屮胳 XT = ニュータイフ 

ニュータイフと,は、人頌が卞 
rtn 二進出した結果獲 W する*化 
むを指すほ念のことで,それは 
おおむね人⑸はこの先. 

力が先设化していくだろう」と 
いう M 然としたものである 

U b のコントリズム灾の® 
fv で，この a 念を拽巧したジオ 
ン * ズム * ダイクンは.人*! fj の 
m 神的な戊 a を朗 H して：:のよ 
ラな J い//をしたとろえられて 
いるが.公 muf は N T の湖作{匕 
を诹■科的にも欠現しようとした_ 
- 13 - 


コントリズム 

埔球を人 W K 好の^地である 
とろえる思以「エレズム i と， 
コロニーの行政中 M で A る.*サ 
イド”をであろとす〇思以 
を融合させ-沐系づけることで 
戌ケ_した思 s これを從のした 
のがジオン*ズム-タイクンで 
ある後は， TWWK こそが. 
人汾が窃たな处化の〇闲にある 
二との! M 7 r : とした.そして，人 
m はこれ以〖1地球を w 史すべ5 
て-はないとし.卞泔 am による 
さ6なる**を説いた 


^：*40 マグネットコーテイング 

1:打モスク-ハ 
ンが乃 S した川のレス 
ホンス ㈦ mm 釀沐の iis 従性 
に+说を b じるアムロの资屮に 
よってガンダムに埯された 

フイール.ドモーターの 1 PIf¥^ij 
[ことともに.制鹆系デバイスの 
改 S によって » f 本 ft 鶬の即必 ft 
を心』める Uj でだと ■ j われている 
が.丈は思ろコントロール公敗 
であるサイコミユの冏6や_では 
ないかという說もある 





























RX-78-2 Coloring 


※下の イ ラストに指示の無いシールは完成写真を養考 に、 
※〇数字は、 シールの 番号です。 


好みの場所に p 古ってください。 




1 1 

© # © 

© © © 


臓]) 



FF-X7 Coloring 



Mam guide 



コクピットカバー射出 
蟲 r 八ンドルの位匿を示すマーク。 
-!- i これはあくまで非常用の装匿で 
一一 1 あり、通常は別の開閉スイッチ 
を操作する。 



係留用ポイントを示す 
マー ク。 

衝撃や!： a 性で勝手に移動しない 
ように固定の必要があるのは 
現代と同じ。 


ノ、ニカム構造部に乗ってはなら 
ないとい〇醫告文。 


関節部のニュートラルポジ 
^ シヨンを示すマーク。 

整備、分解時にこの位 E に 
セツトする必要がある。 


AMBAC SYSTEM 

Active Moss Bounce 
Auto Centre I SYSTEM 


四胺の運動によって、空中姿勢 
をコント□—ルす竺機能を搭載 
しているとし〗 つ 表爪。 










































































































































































































































関節部の三ユートラルポジ 
シヨンを示すマーク。 

整備、分解時(ここの位置に 
セツトする必要がある。 


AMBAC SYSTEM 四肢の運動によって、空中姿勢 

をコントロールする機能を搭載 
しているといつ表示。 


Active Mass Balance 
Auo Ccnircl SYSTEM 


BAS:CA；C 
FUEL 
STORES 
TOTAL[ 


LB 

LB 

奴 

LB 


カタパルト射出の際、 
射出圧力を浣定する 
ためのデータを記入 
するスペース每出 
撃ごとに変化する。 



て、しク 


NO 

ST E P 


〇 


r *1 


コクピットカバー射出 
八ンドルの位置を示すマーク 
これはあくまで非常用の装匿で 
あり、通常は別の開閉スイッチ 
辽採作する。 


係留用ポイントを示百 

X 7 —ク〇 

衝撃や慣性で勝手に移動しない 
よつ I し固定の必要かのるのは 
現代と同じ。 


ハニカム構造部に乗ってはなら 
ないという警告文。 


こ忾 

ir ^Sf 

W 


コクピツト八ツチ部分の開閉 
やキヤノビー部分の開閉 • 射 
出を警告する表示 


アース接続口。 

機 f 本に r こまつ た静電気などを 
逃がすのが目的。 


外部電源接続口。 
エンジンの起動時に必要な 
電力をここから供給する。 



が下のイラストに指示の=いシールは完成写口を参考に、好みの場 F / T に驻つてください。 


g: HC 数字は、シールの■号です 


地球連邦軍指定色 



率体■部分などの塗装色 
コバルトブルー(60%) 

+インデイブルー(40%) 


両闽) 


志係胴部分などの塗装色 
モンザレッド 


车体インテークや 
腰部分などの塗装色 
寅橙色（80%)+白¢20%) 


関節部分やビーム 
ライフルなどの塗装 色 
フィールドグレー 〔1)(50%) 
+軍 II 色 （2) (50%) 

内部のメカニック部分 
などの塗装色 
黒鉄色 


腕部分や脚などの塗装色 
ホワ仆 * 


'H-l 1 ■ 
:: 

,- ^ W - ■ J 


㈣ 引) 


Mark gmae 


ンる 
ジやす 
ン員告 
エ備轚 
卜整^ 
ツ 、弓 

エに吸 
ジ時の 
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RX-78-2 GUNDAM 

Ver.l •❹ 






CONSTRUCTION 

MANUAL 



RX-78-2 GUNDAM 





△ 注意 


必ずお読みください 

參この商品の対象年齡は15才以上です。 

〈銳い部品がありますので、15才未满には遇しません。〉 

參小さな部品.*池（別売り）を口の中には絶対に入れないでください。 

窒息などの危険があります。 

•ビニール袋を頭から被ったり、顔を覆ったりしないでください。 

窒息する恐れがあります。 

•小さなお子様のいるご家庭では、お子様の手の届かないところに保管し、お子 
様には絶対に与えないでください。 

《電池を誤作用すると発熱 • 破裂 • 液漏れの恐れがあります。下記に注意してください。） 
•十一（プラスマイナス）を正しくセツトしてください。 

•遊んだ後は必ずスイッチを切り、電池をはずしてください。 

•ショートさせたり、充電、分解、加熱、火の中に入れたりしないでください。 
•万一、電池から漏れた液が目に入った時は、すぐに大量の水で洗い、医師に相談 
してください。ひふや服に付いた時は水で洗ってください。 


《組み立てる時の注意》 

_組み立てる前に必ずお読みください。 

•部品は番号を確かめ、ニッパーなどで 
きれいに切り取ってください。切り取 
った後のクズは捨ててください。 

•部品の加工の際の刃物、工具、塗料、 
接着剤などのご使用にあたっては、そ 
れぞれの取扱説明書をよく読んで、正 
しく使用してください。 

•部品の中には、やむをえず、とがった 
所があるものもありますが、気をつけ 
て組み立ててください。 

•塗装にはより安全な「水性塗料」のご使 
用をおすすめします。 

•このキットの組み立てには + ( プラス） 
ドライノて一を使いますので別にご用意 
ください。 


パーツ リスト 





111 

コ B 口 

111 


= 0 ® u® 

麵 











I 璧 


E 



m 






〇 






H パーツ 


I パーツ 


E パーツ 


F 八ーツ 


G パーツ 


C 2 パーツ 


A パーツ 


B パーツ 


パーツ 


パ— U / U スト 

































































































































































































































































































L パーツ 


ll 

__ ilJie _ xi _ n _ 

El 

學學 

II 

_ 

弗—巧 

c ® = 鬯口 

u :: 

_ ©: _ r © 


M ハーヅ 


[^» tSe 

闯 P 


hI >>i 

ml 

斷: 

m 

❿ - - 






豐豐 ^㈤ — 


mas/sm 

11^ <.y »i • パ • 丨 - ■SUS-ti! •ノン • • 

酵顆 籠 

龜痛 gl 

IS 塵 也^ b : 



❻❻〇❻〇〇 ❾❾ r 一 r — T 

pMplWI 醇 

nnssn 


T パーツ 



< TTk-^TV (7i 一 


▽バーヅ 


Si 


•: « ン [ ■sm TTf: c I 


_ シール… 1 •アイマスクシール… 1 
•ビス（小）黒…14 •ビス（銀）…8 
•ビス（大）黑…14 

(※ビス（小）黒-銀…各1、ビス（太）黒…2は 
予備です。） 

•スプリング…2 •発光ダイオード…1 

※し日〇 (発光ダイオード）を点灯させたい方はコイン電池 ( CR 1220- 別売）をこ•使用く 
※このキットの組み立てには、 +( ブラス）ドライバーを使いますので別にご用意くださし、。 

〈お買い上げのお客様へ）部品をこわしたり、なくした時は「部品注文力：~ ~ trg °：±^-'- 
w ——丑 ms 吕•妫■茨は-»夫り®い Ttjm 取 h •封霤 fj ■苗 nr : ° 〜 



>， r 置： : :盧 

e- 疆 铺 oa 

U _ ' — L _ U -： _ i _ J _ 

(電池金具 A ) (電池金具 B 

〕•別売）をご使用ください。 

PJ にご用意ください。 


{お買い上げのお客様へ）部品をこわしたり、なくした時は「部品注文力 
—ド」に必要な部品の番号 • 数量をはっきり書いて切り取り、封書（裏面に 
お客様のお名前、年齡、ご住所を明記してください）にて、郵便為替または 
定額小為替で下記までお申し込みください。代金は料金表通りです。為替証 
書は無記入（白紙）で同封してください。なお、部品の形状•重量で郵送料 
に過不足が生じるときがあります。部品発送の際に表記額を超える時は不足 
分を請求、表記額以下の時には残額をお返しいたします。もし部品に不良品 
がございましたら、その部品を切り取り、商品名を害いて、下記まで封書に 
てお送りください。良品と交換させていただきます。 

■申し込み先〒 424-8735 靜岡県漘水市西久保305 

(株)バンダイ静岡工場お客様相談センター • 部品係 TEL 0543-65-5315 

〈料金表〉•部品代は〗個の料金です。 


部品注文カード '98.11 /60625-12000 

1/60 SCALE RX-78-2 f ガンダム 2 号簡」 


必要な部品の番号 • 数置を塞く 


•注文された理由 （ でかこむ）（こわした•なくした） 



部品番号 

E © 

M ❿ 

V 

発光ダイオード 

その他の部品 


部品代 

200円 

100円 

各100円 

300円 

各40円 


郵送料 

160円 

140円 

各 M 0 円 

120円 

120円 


* s 吕の注文は「酱邋為 yj か r 定»小為 mj でお■いいたします： 


1998.1 1/T-0N 






















































































































































































b このページで使用するパーツは、 A - F - L -0- Q - T - U - 電池金具 • 発光ダイオードです。 


:電池金具 


:メカ部 



コイン電池の入れ方2 


[アーム右] 


F ⑭ 


[アーム左] 


F ⑬⑬ "lii-F ⑯ 


※ビスの締めすぎに注意! 
[H : メカ部] 


ビス（小）黒 

(最後に締めます！） 


コイン電池の入れ方1 


LED (発光ダイオード）を点灯させた 
い方はコイン電池 (CR1220- 別売）を 
ご使用ください。 

[财 BOX ] Q ® 



[ StifeBOX ] 


点灯テスト 


[アーム.右]' 
(向きに注意！） 



スイッチを入れて、点灯 
するか確認してください。 


+凸部分がある方が 
前にきます。 

(アーム • 左も同择） 


〇⑲- 


Lk 、〒 


OFF 


コイン電池 


+ (ブラスマーク）のある方が上俩に 
なります。 



点灯しない場合 

1. 電池の十一（プラスマイナス）は合ってい 
ますか。 

2. 電池は古くありませんか。 

3. 接点が離れていませんか。 

接点が離れている場合、接点が蕭くよう 
に、発光ダイオードの足を微調整して点 
灯するようにします。 


:頭部カバーの取り付け1 


❼頭 

:頭部カバーの取り付け2 


A ⑨ A ⑥- 





T ④哪〜 T ③ 



△ ⑤固：メカ部] 
(先にはめます ： ） 


CP : メカ部] 


:頭部の完成 


€) 頭 

:コイン電池の交換方法 




コイン電池 





•:•電池 BOX をはずします: 


:ゼス（小）黒を 
はずします 3 








































































右腕：右腕カバーの取り付け 


右腕：右腕メカ部の完成 


右腕：右腕メカ部2 



※このページで使用するパーツは、 A - C * D » H * P - R - S - U * W です。 


右腕：右肩関節 


❷ 

右腕：右肩メカ部 


: i •ビスの嫌めすぎ 
に注意！ 




右腕：右腕メカ部 




球体部分をすべて 
倒してから伸ばす。 

















































































[左腕メカ部] 
ビス（小)黒 


•トビスの締めすぎ 


[左腕本体] 


A ㉑ 




:左腕カバーの取り付け 


:左腕メカ部の完成 


:左腕メカ部2 



| ※このページで使用するパーツは、 A . D . H . P . R . S . U . W です。 




球体部分をすべて 
倒してから伸ばす。 

會=1 















































































※このペーシで使用するパーツは、 C * D * J * K * P - Q * R - S * U * W です。 




:石脚メカ部 


右脚：右スネメカ部2 


:右ヒザ関節メカ部 


右脚：右モモメカ部 


右脚：右スネメカ部1 


右脚：右股関節 


右脚：股関節メカ部 


■右脚部組立 


































































































降このページで使用するパーツは、 C*K*L*Q-R*S-U です。 


(先にはめます。） 
※はめた後、図の 
位■に上げ、 c ③を 
はめて閉じます。 



※ビスの締めすぎに注意 

C ⑦ a 么 



U® 


K ⑭、 

[右足首関節] 





K ⑬一 



K ⑯ 
K ⑮ 


4 ^ 



K ⑰ 


K ㉔ 



[右足首メカ部] 


C ⑮ 



C ④ 

(先にはめます。) 


※脚部カバーが開閉します。 




右脚：右脚の完成 


右脚：右脚カバーの取り付け 


右脚：右足首の完成 


右脚：右ツマ先 • 右力力卜 


右脚：右足首メカ部 1 


右脚：右足首メカ部2 


右脚：右足首関節 


右脚：右モモカバーの取り付け 


■右脚部組立 






















































※このページで使用するパーツは、 B - D * J * K * P * Q - R - S * U * W です。 


[ifcgiijl 




•トビスの嫌めすぎに 
独！ 




B ⑮(先にはめます。） 



B ⑭ 

(先にはめます。) 


左脚：左脚メカ部 


:左スネメカ部2 


:左ヒザ関節メカ部 


:左モモメカ部 


:左スネメカ部1 


:碰関節 


:股関節メカ部 


■左脚部組立 

































































































※このページで使用するパーツは、 C-K-L-Q-R-S-U です。 



K ⑭、 

[右足苜閲節] 



卜^^、ニン' 



K ⑯ 

K ⑮ 一 ^ 



K ⑰ 


103) 



[右足首メカ部] 


S ① -^0^ R ⑥ 



C ④ 

(先にはめます。） 


-[右足首] 


• i •脚部カバーが開閉します C 



:右脚の 7 C 成 


右脚：右脚カバーの取り付け 


右脚：右足首の完成 


:右ツマ先 • 右力力卜 


右脚：右足首メカ部1 


右脚：右足首メカ部2 


右脚：右モモカバーの取り付け 


an ： 右足首関節 


■右脚部組立 


























































※このページで使用するパーツは、 B . D * J * K . P . Q . R . S . U . W です。 



:左脚メカ部 


:左スネメカ部2 


:左ヒザ関節メカ部 


:左モモメカ部 


:左スネメカ部1 


:左股関節 


:股関節メカ部 


■左脚部組立 


































































































■左脚部組立 

























































※ビスの®めすぎに注慂します。 


ビス（銀） 

(* 後に货めます) 


F ® (脱にはめます) 



•ミ 

_^0、」 
(向きに越 1!)^^ 

、※ミゾに合わせる 。 h @ 


•:陶カバー • ハッチが開閉します。 






ホデイ：ボディの完成 


ポディ：ボディカバーの取り付け2 


ホディ：ボディカバーの取り付け1 


ボディ：腹部 


〇 

ボディ：ボディメカ部1 




[ジョイント•右] 

P ⑲ 



[ジョイント•左] 

P ⑲ 



L : r -1 


•u ⑩ 

(向きに注意！） 


ポデイ: 


ボディ：胸部ダク 



※このページで使用するパーツは、 F - L - N - D - P - R - S - U です。 



ボディ組立 







































































I ※このページで使用するパーツは、 A * D * G * l - L -0* P - Q « U です。 















































































































※このページで使用するパーツは、 E - G - M * N - Q * T * U です。 



































































※このペーシで使用するパーツは、 E*G*H*N*P«Q*S* U です。 


• S • U です。 







❿ 

コアファイター： 

ラ 

ンデイングギア 



※ミサイル八ツチが 
開きます。 


※キヤノビーは奥へ 
スライドさせて開 
閉します： 



G ⑭ 







爆 


G ⑩ 


[コクピット] 


U ㉟〆 







um 


ンドセル：ランドセルメカ部 


+2組作ります。 


H ㉓ 




ランドセル：ランドセルカバーの取り付け 


ランドセル：ランドセルの完成 




※ランドセルカバーが開閉します。 


n アフアイタ—組立 


n アブロック組立 


1 syiite— 


ランドセル組立 

























































※このページで使用するパーツは、 B * C です。 


[V¥=?J 


ーツの完成 


合体： B パーツの完成 













































^ m { cyQv - 7 \ : 

器逋〇 


幻 WCiffiO 胆乙 —:^:器逋 




•丄•ヨ ' fl / T , 一 ■&宙虱： 16 —レ®!?※ 


































































※このページで使用するパーツは、 V です。 





屮各武器のフックを引き出し、手に持たせることができます。 

フックが出しにくい壩合は、ツマヨウジ等で起こしてください。 















































©創通エージェンシー.サンライズ 



RX-78-2 GUNDAM 

Ver .1.0 


g 公 P 


BANDAI 1998 MADE IN JAPAN 


CONSTRUCTION 

MANUAL 







※❿ （3 個）はご自由に 
お使いください。 



WA パーツ 






ZlS 注意 


必ずお読みください 

•この商品の対象年齢は15才以上です。 

〈銳い部品がありますので、15才未满には通しません。〉 

•小さな部品.電池を口の中には絶対に入れないでください。窒息などの危険が 
あります。 

•ビニール袋を頭から被ったり、顔を覆ったりしないでください。 

窒息する恐れがあります。 

•小さなお子様のいるご家庭では、お子様の手の届かないところに保管し、お子様 
には絶対に与えないでください。 

•チェーンを首にかけてふざけたり、乱暴に遊ばないでください。窒息などの危険 
があります。 

•チェーンによる畢故の危険がありますので、3才未満のお子様には絶対に与えな 
いでください。 


《組み立てる時の注意》 

•組み立てる前に必ずお読みください。 

籲部品は番号を確かめ、ニッパーなどで 
きれいに切り取ってください。切り取 
った後のクズは捨ててください。 

•部品の加工の際の刃物、工具、塗料、 
接簷剤などのご使用にあたっては、そ 
れぞれの取扱説明霤をよく読んで、正 
しく使用してください。 

•部品の中には、やむをえず、とがった 
所があるものもありますが、気をつけ 
て組み立ててください。 

•塗装にはより安全な「水性塗料」のこ•使 
用をおすすめします。 


〔パーツリスト） 


1パーツ 


C 2 パーツ 


※籲〜〇•❿•❿•©•印は 


ご自由にお使いください。 


<お買い上げのお客様へ〉部品をこわしたり、なくした時は「部品注文力 
ード」に必要な部品の番号 • 数置をはっきり書いて切り取り、封書（裏面に 
お客様のお名前、年齢、ご住所を明記してください）にて、郵便為替または 
定額小為替で下記までお申し込みください。代金は料金表通りです。為替証 
書は無記入（白紙）で同封してください。なお、部品の形状•重置で郵送料 
に過不足が生じるときがあります。部品発送の際に表記額を超える時は不足 
分を讀求、表記額以下の時には残額をお返しいたします。もし部品に不良品 
がございましたら、その部品を切り取り、商品名を書いて、下記まで封書に 
てお送りください。良品と交換させていただきます。 

■申し込み先〒 424*8735 静岡県清水市西久保305 

(株)バンダイ靜岡工場お客様相談センター • 部品係 TEL 0543-65-5315 

<料金表〉•部品代は1個の料金です。 


(部品注文カード) '99.4/72623-3000 

PG ガンダムカスタムセツト# 2 
クヤーポデイ&ウエボンズ 


部品番号 

スライド マーク 

その他の部品 

郜品代 

400円 

各40円 

郵送料 

120円 

120円 



1999.4 /T-0N 


WB パーツ 




了 1 

_~一 

;'■ 


迄： 

I f 一 - 二 _=cs ご 

-©-=_©- 二 h : c,cf 

は V 一 - JJ 


::: 


:°,: 
































































































































































































※この商品のクリヤーパーツは、パーツの取り替えを前提に設計されていません。無理なパーツの取り外しを 
行うと破損の恐れがありますので、パーツの取り扱いには十分注意してください。 

※取り替えるパーツは で表示しています。 

※余ったパーツは、お好みで取り替えてください。取り付けは PG ガンダムの取扱説明書をお読みください。 


〇分解：全体の分解 






分解 ： B パーツ 


































クリヤーバーツの換装： 



ルダーアーマー • 






※ 丨 ！ 部分の通常パーツを取り外して I 

クリヤーパーツに組み替えます。 

取り付けは下図に従つて行います。 





C ⑰ 



























































糸 I 1 部分の通常パーツを 

取り外して、クリヤーパーツに 
組み替えます。 

取り付けは下図に従って行います。 


C® 

(先にはめます s ) 


[右足首] 


右脚：右脚カバーの取り付け2 


右脚：右脚カバーの取り付け1 


右脚：右足首の完成 


クリヤーパーツの換装：右脚 


































EXPLANATION クリヤ - 篇武 & 器解説 ] 


DIORAMA 

下の完成写真は、パーフエクトグレード RX -78-2 ガンダムにカスタムセツト#2のハイパーバズーカを持たせた状態の完成写翼です。この商品には、 
パーフエクトグレード RX -78-2 ガンダムは入つていません。 



マ■ク指定位置 


DISPLAY 


パーフェクトグレード RX -78-2 ガンダムに、より一®の世界感を与える、大型スライド ※下のイラストに指示の無いスライドマークは、 

マークで細かなステンシル、カラフルなイラストマーク等を再現しました。下の図面を参 PG • RX -78-2 ガンダムの完成写寅等を参考 

考にして貼り付けてください。 に、好みの壩所に貼ってください。 

スライドマークの貼り方 ※：:数宇は、スライドマークの番号です。 

1. スライドマークを貼りたい形に切り取り、ぬるま湯に数秒間つけてください。 

2. 表側を上にしてずらしながら貼りたい場所に移動します。 

3. 柔らかな布等でマークの中に入った泡を押し出します。 

4•乾くまでマークには手を蝕れないでください。 

※マークを貼る部分の油分をあらかじめ中性洗剤等でふき取ると一曆よく密簷します。 



EXPLANATION 
























































DISPLAY 

►右の完成写翼は、パーフェクトグレード RX -78-2 ガンダムにカスタムセ 
ツト#2を組み込んだ S 本的な組立例です。 

▼下の写興は、パーフェクトグレード RX -73-2 ガンダムにカスタムセツト 
#1と#2のパーツを組み込んだ状態です。下のような完成品を作る壩合に 
は、パーフェクトグレード RX -78-2 ガンダムの組立かたを参考にして組み 
立ててください。 


未塗装組立状態 




CLEAR PARTS 

& INNER FRAME 

PG RX -78-2 ガンダムでは、糖体の外観のみならず内部 
メカニズムも可能な限り再現しました。カスタムセツト 
#2を組み込むことにより、メンテナンス八ツチ等の開閉 
をしなくても内部メカ部分、サスペンションなどの可動 
やパーツごとの機能を見ることができます。 



WEAPONS/ 

HYPER BAZOOKA/BEAM JAVELIN/ 
GUNDAM HAMMER/BEAM RIFLE 

八イパーバズーカ、ビームジャベリン、ガンダム八ンマー、 
ビームライフルをセツトしました。 




CUSTOM set#iuextilanation 


PERFECT GaADE33 x_7 a) , vu GUNDAS/c r- EA3l - DA3)TS^ WEA TI OZS 


EXPLANATION 



























































































:ガンダムハンマー 


13 Mi ^ T 观 を2組作ります。 












































ビームライフル本体 


[ビームライフルメカ部] 













































〇完成：武器の取り付け 1 


[手に持たせる場合] 



<ビームサーベル> 

※この商品には、ビームサーベルは 
入つていません。 



〇 完成：武器の取り付け2 


[本体に取り付ける場合] 


※腰部の八ッチを開け、ビームライフル 
のフックを引き出して取り付けます c 




































©剣通エージェンシー.サンライズ 



PERFECT GRADE RX-78-2 GUNDAM 






UV^UUU 

CLEAR 的 DY& WEAPONS 




BANDAI 1999 MADE IN JAPAN 




